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令和 ２年度 ６ つの基本目標　重点事業
やすらぎとおもてなしのあふれる町－箱根

重点事業の総額

19億497万円

◉は新規事業

　町民が年齢や性別、障がいのあるなしに関わらず住み
慣れた地域で安心して生活できるよう、福祉や医療の
サービス提供とともに地域住民による支えあいの活動を
支援することを目指します。

◉高齢者サポート事業（74万円）
　�　高齢者が住み慣れた地域でいつまでも安心して暮ら
せるように、ごみ出し支援サービスの拡充、買い物支
援サービスの実施および自動車急発進防止装置等の設
置を補助する。
◦放課後児童健全育成事業（2,232万円）
◉産婦健康診査費助成事業（120万円）
　�　出産後間もない方が母体の機能回復や精神状態を把
握する目的の健康診査を受診する費用を補助する。
◉新生児聴覚検査費助成事業（55万円）
　�　新生児の聴覚障がいの早期発見および早期療養を行
うための検査に要する費用を補助する。
◦健康づくり推進事業（536万円）
◦＜国民健康保険特別会計＞
　特定健康診査等事業費
　　特定健康診査受診率向上事業（384万円）

3,401万円

皆が支えあう、
誰もが元気なまちづくり１

　箱根に愛着を持ち、未来を拓く人材を育てるとと
もに、学んだことを地域で活かし、自己の能力を最
大限発揮することができる社会づくり、人権を尊重
し、交流によってお互いに高めあう社会づくりを進
めることを目指します。

◦東京2020大会ホストタウン事業（1,608万円）
◉東京2020大会聖火リレー応援事業（421万円）
　�　オリンピック聖火リレーを神奈川県と協力して
実施するとともに、パラリンピック聖火フェス
ティバルに参加する。
◦東京2020大会体験事業（759万円）
◦生きた英語教育事業（640万円）
◉文化遺産情報発信事業（139万円）
　�　郷土資料館所蔵資料等文化遺産のデータベース
化を推進し、効果的な資料管理や外部への情報発
信強化により誘客に結びつける。
◦公民館整備事業（ 3億7,147万円）
◦総合体育館整備事業（ 2億9,336万円）

７ 億50万円

未来を拓く人材が育ち、
町民相互に高めあう
まちづくり
２

　道路や住宅環境の整備、環境衛生の推進などにより、
箱根に住みたいと思える環境づくりを目指します。

◦町道箱１号線道路改良整備事業（5,450万円）
◉都市計画基本図作成事業（2,365万円）
　�　都市計画基本図の更新およびデジタルマッピング化
を実施する。
◦町営住宅整備事業（3,918万円）
◦＜水道事業会計＞
　送配水管整備事業（ 1億2,780万円）
◦＜下水道事業会計＞
　処理場建設改良事業（ 3億9,600万円）

６ 億4,113万円

誰もが住みたくなる、
より良い生活環境の
まちづくり
３

　町の財産である自然環境を大切にし、環境負荷の少な
い循環型社会の形成、事故や災害に迅速に対応できる安
全なまちづくりを目指します。

◦地震等災害対策事業（2,541万円）
◦大涌谷火山対策事業（2,236万円）
◦地震等災害医療対策事業（166万円）
◉環境基本計画策定事業（250万円）
　�　箱根町環境基本条例に基づき、環境保全等に関する
基本的な事項を定める環境基本計画の策定に着手する。

◦ごみ処理広域化推進事業（1,033万円）
◦地震等災害対応資機材整備事業（1,722万円）
◦救急業務高度化推進事業（4,367万円）
◦消防車両整備事業（3,734万円）

１ 億6,049万円

環境にやさしく、
安全・安心なまちづくり４

　限られた行政資源を効率的・効果的かつ計画的に
配分しながら、健全な行財政運営を行っていくとと
もに、協働のまちづくりを更に進めることを目指し
ます。

◉総合計画後期基本計画策定事業（534万円）
　�　第 ６次総合計画基本構想に基づき、令和 ４年度
から ８年度までを計画期間とする後期基本計画の
策定に着手する。

◉湯本地区公共施設利活用事業（396万円）
　�　箱根観光物産館敷地および消防湯本分署移転後
の敷地の活用策として官民連携による事業化を図
るため、貸付方針の検討や実施方針の作成を行う。

◦庁舎施設等整備事業（ 1億391万円）
◦ふるさと納税促進事業（ 2億1,400万円）

３ 億2,721万円

行政の効率的経営と
官民協働体制の強化６

　多くの人々に安らぎとうるおいをもたらし、伝
統文化や歴史が感じられ、世界から目標とされる
国際観光地づくりを進めることにより、観光産業
の更なる発展につなげることを目指します。

◦インバウンド観光推進事業（2,661万円）
◦国際観光プロモーション実施事業（719万円）
◉はこね親善大使事業（221万円）
　�　はこね親善大使である八代亜紀さん、チョコ
レートプラネットの松尾駿さんに観光展などで
本町のPRに協力してもらう。

◉東京2020大会特別宣伝事業（195万円）
　�　大会開催にあわせ全日空機内におけるPR動
画放映、羽田空港国際線ターミナルへのパンフ
レット配架やポスター掲出を行う。

◦箱根関所誘客宣伝事業（367万円）

4,163万円

癒しと文化を提供する
観光産業づくり５


